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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月6日(2013.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　応答細胞集団を増殖させる方法であって、
　気体透過性装置内において刺激細胞の存在下で応答細胞集団の増殖を開始する工程を含
み、
　前記装置は、培地と、気体透過材料を含む増殖表面に静置された前記応答細胞集団と前
記刺激細胞とを含み、
　前記応答細胞対前記刺激細胞の比は４：１未満である、方法。
【請求項２】
　増殖表面積に対する前記培地の比が１ｍｌ／ｃｍ２を超えている、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　増殖表面積に対する前記培地の比が２ｍｌ／ｃｍ２を超えている、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　最低位置から最高位置まで測定された前記培地の高さは少なくとも１．０ｃｍである、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　最低位置から最高位置まで測定された前記培地の高さは２．０ｃｍ以上である、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　前記培地中の応答細胞および刺激細胞の混合集団は、前記増殖表面の面積１ｃｍ２あた
り５００，０００細胞未満の密度である、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記培地中の応答細胞および刺激細胞の混合集団は、前記培地の１ｍｌあたり５００，
０００細胞未満の密度である、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記応答細胞対前記刺激細胞の比は少なくとも１：５である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記気体透過材料はシリコーンを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記刺激細胞はフィーダ細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フィーダ細胞は、照射されている、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記刺激細胞は、抗原提示細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記刺激細胞は、フィーダ細胞および抗原提示細胞を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記応答細胞は、前記増殖表面の面積１ｃｍ２あたり７×１０６細胞を超える細胞表面
密度にまで増殖する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記応答細胞は、抗原特異的Ｔ細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記応答細胞は、腫瘍浸潤リンパ球である、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記応答細胞は、ナチュラルキラー細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記応答細胞は、制御性Ｔ細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記応答細胞は、初代Ｔリンパ球である、請求項１に記載の方法。
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